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剤師は研究開始前に、1 回 4 時間の薬局での高血圧患者への生活改善支援のための
情報提供や動機付けに関する標準化された教育プログラムを受講した。両群参加者











135.2/81.6 標準偏差 [13.1/8.7] mmHg、対照群: 平均 131.8/76.6 標準偏差[14.1/9.6]であっ
た。起床時収縮期血圧のベースラインから１２週間後の変化は、介入群で−6.0 mmHg (介入
群: −1.1 mmHg, 対照群: +4.9 mmHg; 95% 信頼区間[CI]: −11.0 to −0.9; p = 0.021)であっ
た。反復測定混合効果モデル（Mixed-effect Model for Repeated Measures：MMRM）によ
る解析では、早朝収縮期血圧は、２群間の差が若干小さくなったものの、統計学的に有意な
差がみられた(−4.5 mmHg; 95% CI: −8.5 to −0.6, p = 0.024)。拡張期血圧には有意な差は見
られなかった(−1.8 mmHg; 95% CI: 4.4 to 0.8, p = 0.169)。 


















12週間後の変化の差は、介入群で−6.0 mmHg (介入群: −1.1 mmHg, 対照群: +4.9 mmHg; 95% 信頼区間
[CI]: −11.0 to −0.9; t検定で p = 0.021)であった。反復測定混合効果モデル（Mixed-effect Model for Repeated 
Measures：MMRM）による解析では、起床時収縮期血圧は統計学的に有意な差がみられた(−4.5 mmHg; 
95% CI: −8.5 to −0.6, p = 0.024)。副次アウトカムは、身体活動スコアで介入群により対照群で増加が見
られた他は、塩分摂取スコア、歩数、BMI、QOL、高血圧疾患への知識に関しては有意な差は見られ
なかった。 
薬局薬剤師による短時間の生活改善の情報提供は、その行動的な要因のさらなる検討の必要はある
が、高血圧患者の血圧を改善できる可能性が示唆された。 
以上の研究は保険薬局の高血圧患者への生活改善支援の効果の解明に貢献し、今後の公衆衛生の向上
に寄与できる可能性がある。したがって、本論文は博士（社会健康医学）の学位論文として価値ある
ものと認める。なお、本学位授与申請者は、平成 30年2月26日実施の論文内容とそれに関連した試
問の評価を受け、合格と認められたものである。 
 
 
